
　八重山諸島の状況を報じた記事。八重山諸島近海は、海外輸出品と

して主要な「鱶鰭（フカヒレ）」「海参（ナマコ）」「夜光貝」が豊富に産出す

るが、その採集は県外からの出稼ぎ人によってなされているため、地元

民にこれら漁業を奨励するため、「八重山島共同水産会社」（※）を設置

したことを報じている。

資料概要

作成年月日 1890年（明治23年）3月7日

編著者 -

発行者 -

収録誌 時事新報

言語 日本語

媒体種別 紙

公開有無 有

所蔵機関 国立国会図書館

利用方法 国立国会図書館で利用手続きを行う

内容見本

（略）水産物に至りては世人の熟知する如く、当島近海は魚

介に富み就中海外輸出品中重もなる鱶鰭・海参及び夜光貝

（略）の如きは年 の々産出夥多なれとも（略）多くは内地より入

込める出稼人のみなるを以て（略）去年二月より八重山島共

同水産会社なるものを設置し、大に漁業の奨励に尽力せり

所蔵：国立国会図書館

1890年（明治23年）3月7日付時事新報記事
八重山嶋景況9No.

　1890年（明治２3年）当時、沖縄県属として八重山島役所（現石垣市

役所）に勤務していた塙忠雄（はなわただお）が所蔵していた行政文書

の一部。尖閣諸島における漁業状況の聞き取り調査が含まれ、それに

は、久場島、魚釣島に渡航している糸満人が総計78人に及んでいるこ

とが示されている。

　添付書類として、八重山島役所長より沖縄県知事に宛てられた尖閣

諸島を八重山島役所の所轄に編入したい旨の伺書と、同役所が沖縄

県庁とやりとりした文書が含まれる。

資料概要 内容見本

八重山島に係ル書類　久場島

（略）

久場島并ニ魚釣嶋ヘ渡航シタル糸満人ハ総計七拾八名

内訳：大有丸ヨリ三十二名、鰹船ヨリ二十六名、与那国ヨ

リ廿名。

内申書ニ添ヘテ該島ニ於テ収獲シタル夜光貝但シ殻壱

個、寛永銭四枚ヲ差出シタリ。　塙印

（略）

作成年月日

編著者

発行者 沖縄県八重山島役所・沖縄県庁

収録誌 八重山嶋ニ係ル書類　久場島 （個人綴）

言語 日本語

媒体種別 紙

公開有無 有

所蔵機関 沖縄県立図書館

利用方法 沖縄県立図書で利用手続きを行う
（同館貴重資料デジタル書庫で閲覧可能）

1889年（明治22年)12月25日～1890年（明治23年)4月16日
八重山島ニ係ル書類　久場島8No.

所蔵：沖縄県立図書館

29 30尖閣諸島に関する資料調査報告書（平成31年度） 尖閣諸島に関する資料調査報告書（平成31年度）

八重山島共同水産会社が設置されたことを伝える記事

時代区分II

多くの漁業者が尖閣諸島に出漁していたことを示す資料

時代区分II （2）-②尖閣諸島への民間人の進出を示す資料（2）-②尖閣諸島への民間人の進出を示す資料

同社が、����年に尖閣諸島に出漁し、多額の漁獲を得たことが同年出版の
『沖縄青年雑誌』創刊号に報じられている。

※�

塙忠雄・西常央・酒井豊明

1890年（明治23年)4月16日～
1889年（明治22年)12月25日

時
代
区
分

４
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